
宮崎県における自然豊かな川づくり
のための人材育成

～宮崎県内の優れた川づくりの事例集～

宮崎県県土整備部河川課 黒沢津
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１．取組の経緯（背景：宮崎県の人材育成）

背景 河川法改正（H9）により、すべての川づくりで多自然川づくりを実施
⇒県内の河川工事で「多自然川づくり」の理念が十分反映されていない。

全県的に｢多自然川づくり｣が現場で現実に実施される仕組みの確立
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平成19年度 宮崎県、「ＮＰＯ法人大淀川流域ネットワーク」とで設立

宮崎県川づくりアドバイザー制度

川づくりコンペ
（行政、民間）

研修会
（行政、民間）

身近な水辺のモニター
（行政、地域住民）

目的

各専門分野のアドバイザーに現場で助言
（河川工学、動植物生態、海洋生物等）

（行政、民間、専門家）

多自然川づくりを正しく理解し、それぞれの作業過程に
適切にフィードバックするための取組を推進

多自然川づくりを正しく理解し、それぞれの作業過程に
適切にフィードバックするための取組を推進
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１．取組の経緯（背景：課題）

宮崎県
・多自然川づくりの考えが反映されてない現場が多数存在
・県内で実施してきた優良な川づくりの伝承（知見の積上）

全国 提言『持続性ある実践的多自然川づくりに向けて』 平成２９年６月
～河川法改正２０年 多自然川づくり推進委員会～

実践・現場視点 得られた結果を貴重な知見・経験とする

技術の向上
技術知見のとりまとめ、
実施した事例の分析

人材育成 技術者の育成(多自然川づくりアドバイザー含む）
子どもたちへの河川環境教育

職員のさらなる技術向上に向けた取り組み
（これまでの事例を活用し、

より実践的な多自然川づくりの参考書がつくれないか）

職員のさらなる技術向上に向けた取り組み
（これまでの事例を活用し、

より実践的な多自然川づくりの参考書がつくれないか）
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１．取組の経緯（目的）

多自然川づくりの人材育成の一層の充実を

図るため、宮崎県内の施工個所の中
から模範事例を選定し、教材として整理、
その活用を図る。
（県と大淀川流域ネットワークが協働で実施）

公益財団法人 河川財団
平成２９年度 河川基金助成
川づくり団体部門
（主体）NPO法人大淀川流域ネットワーク

《助成事業》
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２．教材の作成（現地調査）

九州地区川づくりコンペ ３８事例
宮崎県川づくりコンペ １１９事例 計１６４事例
その他良好事例（北川等） ７事例 ※国土交通省も含む

河川課内の書類選考

・３３事例を選定し、現地調査
(大淀川流域ネットワーク、河川課、土木事務所)

大淀川流域NW

河川課
土木事務所
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２．教材の作成（調査シート）

いい川づくりのチェックシートを活用して現場を点数化

いい川づくりのチェックシート

自然が多様で豊かな川である条件
（１０項目：調査項目）
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施工箇所を「いい川づくりのチェックシート」を用い、
点数化することで定量的に評価

施工箇所を「いい川づくりのチェックシート」を用い、
点数化することで定量的に評価

２．教材の作成（優良事例選定）

（満点５０点）
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優良川づくり事例（１７事例）の評価結果、優れた点、

実施上の注意点、管理上の注意点等を記載した教材を作成

２．教材の作成
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箇所の位置

調査結果

箇所の特徴

注意点

実施者の称賛

２．教材の作成
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２．教材の作成
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２．教材の作成

宮崎県における優れた川づくりの事例集（参考書）
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ホームページ（大淀川流域ネットワーク）に掲載することで、
スマホ等でどこででも確認できるようにした。

教材がなくても、携帯があればどこででも確認可能！

３．教材の活用（ホームページ）
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宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会研修会で解説、教材の配布
参加者（施工業者、コンサルタント、行政）：約５００人

宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会研修会（H29 第3回 10/10 in日向）

多⾃然川づくりの理解がさらに深まったという反応が多数！

３．教材の活用（解説）
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河川研修（県内初任者向け）、樹木伐採・掘削説明会（県施工業者）
川づくり現地検討会（九州河川担当者：九州地方整備局主催）等

県内外の研修にて教材として活用

樹木伐採・掘削説明会（H31） 川づくり現地検討会（H29:佐賀県）

多様な説明会で多⾃然川づくりの参考書として利⽤！

３．教材の活用（研修）
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３．教材の活用（人材育成：子供たち）

次世代を担う子供たちへの河川環境教育に活用
（人材育成・広報）

宮崎市内の商業施設において、親子を対象とした
いい川づくりの啓発イベントを開催（R1．11月）
（実施内容）優良事例のパネル展示等

《具体的な実施内容》

いいかわ、いいかわづくりに関⼼を持ってもらった！
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４．評価

・いい川チェックシートにより定量的な川づくりの評価
・川に携わる者の多自然川づくりの意識、理解が向上

過去の知見をとりまとめ、さまざまな場面で活用可能な
多自然川づくりの参考書となり得る教材を作成した

実践・現場視点 技術の向上 人材育成事業成果

民間会社：多自然川づくりに関する
自主的な提案が増加

行政職員：いい川づくりチェックシートを
問題解決、目標設定のツール
として広く活用

現れてきている効果

（例）施工業者勉強会
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４．評価

平成29年度助成事業｢川づくり団体部門｣
優秀成果団体（河川財団）

事業評価

全国でも⾼い評価をいただいた！
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５．今後の展開（モニタニング調査）

工事実施後には定期的に川づくりの評価を実施する

「防災・減災、国土強靱化のための3ヶ年緊急対策」により
県内全体で多くの河川工事が実施

⇒河川環境に大きな影響を与える可能性
（R1~R2）
県内全域で環境に配慮した樹木伐採・掘削工事を実施
（樹木伐採・掘削に関する説明会、川づくりアドバイザー）

《具体的な実施内容》

（モニタニング調査）

《樹木伐採・掘削に関する説明会》
・受注業者の現場代理人に対し、
掘削方法等について解説

・適切な掘削方法について、
受注業者でグループ討論
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５．今後の展開（モニタニング調査）

（R2～)
①工事後モニタニング調査（いい川づくりチェックシート）
（県と大淀川流域ネットワークと協働で実施する予定）
②モニタニング結果を踏まえ、改善点を今後の工事に
活かしていく。

《具体的な実施内容》

説明会：グループ発表 川づくりアドバイザー現地調査（北川）



５．今後の展開（職員研修）
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いい川づくりチェックシートによる河川評価、
改善案検討（Ｈ２４～）

⇒多自然川づくりの能力向上、意見交換（国職員、民間）

モニタニング箇所（国土強靱化）を対象に実施

《県出先事務所職員を対象とした現場研修会の実施》

県職員

学識者 コンサル

施工会社

国職員

Ｒ２～

グループ学習の様子 発表資料

ご清聴ありがとうございました

北川（的野地区）【県内1位】
流路の条件 ２３．９
生息場の条件 ２１．５
合計 ４５．５


